
 

 

 

 

 

前期前半が終わります。本当によく頑張りました！ 

■５月２５日(月)の午前中授業開始から約２ヶ月半が経ちます。その

間、新型コロナウイルス感染防止対策で体育館での全校集会すらでき

ない状況が続いていますが、全学年での授業をはじめ学習への集中力

の高まりは大いに評価できる前期前半であったと感じています。加えて、

例年よりも機会は少ないのですが３年生のリーダーシップを発揮する

姿、中堅学年としての機敏な行動をとる２年生、中学生としての自覚と

行動の高まりが顕著な１年生。それぞれの学年が２月末からの臨時休

業期間の分まで取り戻してくれるような頑張りを見せてくれました。 

■８月１７日(月)からの前期後半でも、これまでの「チーム太宰府中」の

良さをさらに伸長させ、一人一人がそしてチーム全員が輝けることを期

待しています。そのためにも、８月８日(土)から１６日(日)までの夏季休業

期間は、家庭で次のステージへの英気をしっかり養い、活力に溢れたス

タートができるように、短い休みを安全に過ごしてほしいと考えていま

す。まだまだ、短い休みを手放しで楽しむことはできない現状です。毎朝

の検温、手洗いの慣行をはじめしっかりとした感染防止対策を継続してください。ご家庭でのご指導・ご協力をお願い

します。 

 

部活動交流戦での勇姿に感動しました！ 

■６月２７日(土)からの太宰府市の部活動交

流試合では、臨時休業期間の練習不足を感

じさせない３年生の勇姿を多くの場面で観るこ

とができました。その度に「もしも中体連大会

ができていたなら・・」を思い起こさせるような

素晴らしいプレーに感動しました。 

■そこで、今回は３年生の２人の部長さんに、これまでの部長としての自分を振り返ってもらいました。 
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■また今回は、中体連大会が中止となった中でも最後まで頑張り抜いた３年生の姿について、その姿から学んだこと

も含めて、新チームを牽引する２年生の決意を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東峰村「復興ひまわり」を育てています！ 

■太宰府中では、３年前の九州北部豪雨で被災した東峰村の「復興ひまわり」の

種を譲り受け、７月中旬から種床をつくり、７月２９日(水)に花壇に苗植えをしまし

た。東峰村では、今年は「新型コロナウイルス」の感染拡大の影響により、東峰村

での植栽ができず、代わりに花を育てる家庭等を募集していました。そこで、本校

の用務員の上原さんの発案により、太宰府中

でも「復興ひまわりの種」を譲り受け、生徒会の

環境委員会を中心として「復興ひまわり」を育てていくことに取り組んでいます。順

調に生育すれば、８月の下旬から９月の上旬頃に大輪の花を咲かせる予定です。

太宰府中学校にお越しの際は、ぜひ「復興ひまわり」の様子も確認いただき、東

峰村への想いも寄せていただければ嬉しく思います。 

 


